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１ 実施体制と進行管理 

（１）実施体制 

第４期障がい者計画は、第４期～第７期障がい福祉計画と一体的に推進するものとし、

福祉部が中心となり、障がい当事者、庁内関係部課、関係団体･機関、関係行政機関等と

連携を図りながら、総合的かつ効果的な計画の推進を図ります。 

 

（２）進行管理体制 

第４期障がい者計画の円滑な推進を図るため、「吹田市障がい者施策推進委員会」及び

「吹田市地域自立支援協議会」において、計画の推進方法について意見を求めるととも

に、定期的に進捗状況の点検や評価を行います。 

特に、本市における障がい福祉サービスの種類ごとの具体的な実施内容、必要な見込

量、その確保のための方策等を定める「第4章 第４期吹田市障がい福祉計画」において

は、ＰＤＣＡサイクルを取り入れ、少なくとも年１回は実績を把握し、設定した見込量

等の達成状況の分析及び評価を行い、必要があると認めるときは、その変更や事業の見

直し等について検討します。 

 

ＰＤＣＡサイクル 

計画（Plan）

基本的な考え方を示し、施策の方向性や

サービスの見込量等を設定します。

改善（Action） 実行（Do）

必要に応じて、計画の変更、見直し 計画の内容を踏まえて、各施策及び

を行います。 サービスを実施します。

評価（Check）

実績を把握し、設定した見込量等の

達成状況の分析及び評価を行います。
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（３）国、府等の動きへの反映 

第４期障がい者計画の着実な推進に向けて、障がい者団体をはじめ、ボランティア団

体、民生委員・児童委員、社会福祉協議会等、多くの地域関係団体の協力・連携を図り

ます。 

一市町だけでは取組が困難で、広域的な対応を必要とする障がい者のニーズについて

は、大阪府との緊密な連携のもと、取り組んでいきます。 

法改正にも十分注視し、計画を改正する必要がある場合には、吹田市障がい者施策推

進委員会を開催し、具体的な計画の見直しを行い、計画を推進します。 
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